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　目的：妻の育児不安を夫がどの程度理解しているか。妻と夫のコミュニケーションや妻

夫間の信刺褐係が妻の育児不安等にどの様に関わっているか。について報告してきた。そ

こでは、夫の育児状況への理解、育児以外の家事への支援(手伝い)、妻との信頼関係が、

妻の育児不安等を軽くしていることを報告した。

　最近、育児休業をとる夫や妻と育児を共有する夫が増えている。夫遠が育児に携わるよ

うになると、妻と同様に育児不安を持つのであろうか。今回は、夫遠の育児不安等につい

て報告する。
　方法：島根県内のl娯育所の保護者(父親)868人を対象に、質問紙調査を実施した・

東西に長い島根県であるが対象者め選託'M所が片寄らないように配慮した。質問紙の内容

は夫の育児家事参加・育児に関わる感蹟・育児観等である。回収率は72.8%であった。

　結果:1)父親は子育てにおいて重要な役割を折ち、かつ自分も成長できると考え、育児

の役割には肯定白質ある。2)何等力切育児に参加している父親は多いが、手間のかかる世

話は敬遠している。3)公務員の父親は、核家族の父親は、育児に有意によく参加している。

4)肯定的な育児観を持っている父親も育児によく参加している。5)育児における負の感n

(育児不安や負担感)はほとんどの父親は感じていない。6)育児参加の多い父親ほど育児

不安感を持つ傾向がある。
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¶---　¶子どもの共生観の育成にみる統合保育の効果

　　　静岡大学　　○関塚淑子　金田利子

　　　湘北短期大学　井坂（斎藤）政子

　【目的】　健常者の障害者に対する偏見や差別観を払拭するためには、幼少川から鮭常児
が障害児と共に育ち｡障害児の存在を受けとめていくことが必要なのではないかと考えた。
そこで、統合保育における健常児の姿を観察すると共に。過去の統合保育経験者と統合保

育未経験者の障害者観を問うことで。統合保育が後の障害者理解・共生観の育成に何らか

の効果をもたらしていることを明らかにする。
　【方法】　現在統合保育を受けている健常児に、障害児に対する意識調査を行い、健常児

の障害児に対する実際の関わりを観察した。そして、現在の巾・高生で過去の統合保育経

験者と未経験者に障害者観を問うため、質問紙法による調査を行った。

　【結果】　まず、在園児については健常児は常に障害児の存在を意識しており。障害児に
対して必ずしも積極的な意識を持っていなくても比較的好意的に受けとめている子が多い

ことが明らかになった。そして、障害児とよく関わっている于ほど意識が高いことも明ら
かになった。またi統合保育を受けてきた者のr障害者との共生」についての意見は、統

合保育の経験のない者に比べて非常に肯定的刄あり。かつ積極的であったことや。過去の

障害児との共有経験が現在の障害児観に影響を与えているとする者もいたことは特筆すべ
きことであろう。しかし。統合保育未経験者でもその後の知識や経験によっては障害者に

対して比較的連帯的な意識をもつことが可能であるということも明らかになった。

　よって、本研究においては統合保育は子ども（健常児）の体験に基づいた共生観の育成

に大きな効果をもたらしているということができるであろう。
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